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The characterization of extracellular enzymatic activities of Mycobacterium avium and 

Mycobacterium intracellulare which were identified by DNA probe (Gen-Probe, Cal., USA) 

was carried out using the API ZYM system (API, La Balme Les Grottes, France).
The enzymatic activities of M. avium were attributed to esterase (C4) , esterase lipase 

(C8), leucin arylamidase, acid phosphatase and phosphoamidase.
Enzymatic characterization of M. intracellulare was very similar to that of M. avium. 

However, M. intracellulare differed from M. avium in the following two points:

(i) Alkaline phosphatase activity was demonstrated,
 (II) Acid phosphatase activity was much stronger.
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非定型抗酸菌 はその感染症 の増加 に伴 い,他 の一般細

菌同様 に種までの鑑別 が必要 と考 え られるよ うになって

きた。そのため,簡 易同定キ ッ トやDNA Probe法,さ

らにDNA hybridization法 を用 いた鑑 別 ・同定 キ ッ ト

が開発 された。

著 者 らは非 定 型 抗 酸 菌 の分 類 に関 す る方 法 論 研 究 の 一

環 と して,菌 体 外 酵 素 活 性 に着 目 し,今 回 はMycobac-

terium avium(以 下,M.avium)な らび にM.intrace-

llulareの 菌 体 外 酵 素 プ ロ フ ァ イ ル を 作 成 した の で 報 告

す る。

供 試 菌 株 は関 東 逓信 病 院 岡 田淳 博 士 に よ りDNA

 Probe(Gen-Probe(R),USA)で 同定 されたM.avium 17

株な らびにM.intmcellulare 13株 の計30株 の臨床分離

株であ る。菌の酵素活性 はAPI-ZYM(API,France)を

使用 し,添 付 の能書 に従 い測定 した。判定 は添付 の色調

表を参考に0～5の6段 階 に区分 した。至適菌濃度 な ら

び に至適 培養 時間 を検 討後,各 菌種 の菌体外 酵素 プ ロ

ファイルを作成 した。

M.aviumお よびM.intracellulareの 菌 体 外 酵 素 は,菌

濃 度 はMcFaland No.6,培 養4時 間 の反 応 で 測定 可 能
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Table. Enzyme activities in 17 M. avium and 13 M. intracellulare 

strains by API ZYM
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で あ った。

M.avium 17株 の 中 で 活 性 の認 め られ た酵 素 はester-

ase(C4),esterase lipase(C8), leucin arylamidase

, acid phosphataseお よ びphsphoamidaseの5種 で

あ った。 他 方,M.intracellulare 13株 の酵 素 活 性 はM.

aviumと ほぼ 同様 で あ った が,alkaline phosphatase活

性 を有 し,acid phosphatase活 性 は強 度 で あ る 点 に お

いてM.aviumと 異 な った(Table)。

抗 酸 菌 の 分 類 に は,多 数 の 表 現 形 状 に つ い て,コ

ン ピ ュ ー タ ー でSimilarityを 計 算 す るNumerical

 Taxonomy1),ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ る菌 体 脂 質

の分 析法2)3),DNA-DNA hybridization法4)な どや,

菌体 成 分 の血 清 学 的性 状 に よ る も の5)な どが あ る。 しか

し,抗 酸 菌 菌 体 外 の種 々 の酵 素 活 性 測 定 にっ いて は少 な

く,著 者 らの 調 べ た 限 りで は新 井 ら6)お よ びAmador

ら7)の 報 告 に過 ぎず,い ず れ も今 回 著 者 らの 検 討 対象 で

あ っ たM.avium,M.intracellulareを 中 心 と した もの

で は な い。 その 中 で 新 井 ら6)は 抗 酸 菌 の酵 素 活 性 は菌 株

に よ りバ ラ ッ キが 多 く,M.tuberculosisで は生 物 型 別 が

可 能 で あ った が,M.kansasiiやM.intracellulareは 型

別 困 難 で あ った と述 べ て い る。 しか し,今 回検 討 したM.

aviumな ら び にM.intmellulareの2菌 種 と も菌 株 間

に酵 素 活 性 の差 は特 に認 め られ ず,alkaline phospha-

tase活 性 の 有無 な らび にacid phosphatase活 性 の強 弱

に よ り これ ら両 者 は鑑 別 可 能 で あ っ た。acid phospha-

tase活 性 に 関 して金 井8),Saito et al.9)の 報 告 が あ りそ

の有 用 性 は既 に示 され て い るが,今 回 の 著 者 らの 方 法 に

よ る成 績 で もそれ を追 認 す る こ とが で きた 。

現在,他 菌種 のこれ らの酵素 プロファイル も作成 中で

ある。

最後 に,貴 重な菌株を分 与 して頂 いた関東逓信病院 岡

田淳博士 に感謝 いた します。

(本論 文 の要 旨の一部 は第64回 日本 感染症 学会 総会

(松山)に て報告 した。)
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